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中期経営計画策定のお知らせ 

～ 企業価値拡大に向けた３ヵ年計画（2018 年３月期-2020 年３月期）～ 

 

 これまで当社グループは、電子部品事業からの撤退し、パチンコホール及び関連事業者を主たる

顧客として、不動産のオフバランス、ファイナンス（貸金）などを行う“アミューズメント業界向

け金融サービス企業”として再生を図ってまいりました。その結果、黒字化の定着など収益体質の

強化は着実に進展しておりますが、今後は事業の成長スピードにより比重を置き、パチンコ関連以

外の事業用不動産の取得など、あらゆる収益機会を精査し、積極的に事業規模および収益の拡大を

目指してまいります。以上につき、今般、新たな成長ステージに向けた「３ヶ年の中期経営計画」

を策定しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１.中期経営計画の戦略ポイント：  

経緯：当社グループは、従来の電子機器関連事業が大幅な赤字事業であったことから、2012年より

抜本的な事業転換を図り、新たな事業領域としてパチンコホール向けの不動産賃貸・貸金業への構

造改革を推進してまいりました。これまで株式会社マルハンを中心とした大手ホール企業の出店に

伴った店舗用敷地の取得など、長期賃貸借契約に基づく収益不動産資産を積み上げるとともに、営

業用資産を担保としたホール向け貸金業を推進した結果、2017年３月期には２期連続の増益および

最終黒字を達成するまでに業績が回復しております。今回の３カ年中期経営計画は、更なる事業拡

大と企業価値拡大に向けた計画であり、これまで支援いただいた株主様、また新たな投資家の皆様

に向けた株主価値拡大に向けた業績目標であります。 

 

市場環境認識と戦略：当社は上場企業として唯一、パチンコホール向け不動産のオフバランスによ

る不動産賃貸事業をコア事業と位置づけ、不動産アセットの積み上げと賃料収入の拡大を目指して

まいりましたが、今後はパチンコ関連以外の事業用不動産についても積極的に検討し、資産規模の

拡大に注力していく方針です。 

パチンコ関連以外の不動産については、ＲＥＩＴ等の不動産ファンドと競合しないニッチ市場に

おいて、優良テナントとの長期契約に基づく比較的採算性の高い投資機会が顕在化してきており、

金融機関のサポートを得られる安全性の高い収益物件については、新規取得を検討してまいります。

取得に当たっては入居テナントとの賃貸借契約内容はもとより、各テナントのクレジット審査、立

地エリア・画地条件を踏まえた他業種への転用の可否、将来的なイグジット・シナリオ等について

も充分精査し、株主価値の向上に資する物件に限定して実行してまいります。 

パチンコホール関連不動産については、依然、他業種と比較した場合に有利な賃料設定が可能で

ある市場であり、競合する買い手も限定的であるため、当社の強みが活かせる市場であると考えて

おりますが、パチンコホール各社のクレジットやパチンコ業界における規制強化等の影響について

も充分考慮しつつ、優良案件に絞り込んだ上で資産の積み増しを図ってまいります。パチンコ業界

全体においては、総遊技人口の減少や射幸性に関する規制強化の影響等もあり、総店舗数は漸減し
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ておりますが、大手ホール企業の郊外型・大型店舗の出店意欲は継続しており、業界内における優

勝劣敗は着実に進行しています。当社グループは、株式会社マルハンをはじめ優良大手ホール企業

と幅広いコネクションを有するため、大手勝ち組み企業の出店計画に合わせて、事業用地を取得し、

長期賃貸用の事業資産の積み増し、拡大していく方針です。 

一方、先日売却益を計上した蒲田の不動産のように、老朽化しているが立地条件が良く、将来的

にビジネスホテル等に転用が見込める既存店舗についても、適宜取得の検討を継続してまいります。 

貸金事業については、充分な担保を取得できることを前提とし、未上場の優良企業や大手パチン

コホール等の銀行等金融機関が対応しきれていない資金需要に対応していく方針です。特にパチン

コホール向けについては、業界に精通している当社の強みを活かし、遊技機を始めとするパチンコ

ホール内で使用する営業資産の価値に基づいた短期資金の融資を行うことで、安全性と収益性を両

立させてまいります。 

ソーシャルレンディング事業については、低金利環境の常態化にともない、富裕層個人の運用

ニーズに応える商品として、ミドル・リスク、ミドル・リターンの運用商品の提供を継続し、着実

な運用規模の拡大を目指します。業界においては後発ながら、上場企業が提供するソーシャルレン

ディング商品として「安全性」を強みに、不動産・貸金の資産残高の増加ペースに合わせ、第三の

柱とすべく事業規模の拡大を目指します。 

このような状況を踏まえ、当社グループが策定した中期経営計画の骨子は以下の通りであります。  

  

２.中期経営計画概要 

＜基本方針＞ 

1）不動産事業 

・パチンコ関連不動産：「大手ホールによる新規出店用地」もしくは「立地条件の良い既存店」の

取得・賃貸 

・パチンコ関連以外の不動産：「ニッチ市場」における安全収益物件の取得・賃貸 

・不動産資産残高：2017年３月期40億円（実績）、2018年３月期120億円、2019年３月期220億円、 

2020年３月期350億円へ 

2）貸金事業 

・未上場企業や大手パチンコホール企業向けの短期資金ニーズに対応（不動産・動産担保ローン） 

・貸金資産残高：2017年３月期17億円（実績）、2018年３月期 10億円、2019年３月期 30億円、 

2020年３月期 50億円へ 

3）ソーシャルレンディング事業 

・インターネットを介した金融投資商品の提供、運用資産残高の拡大 

   

    

＜業績目標＞         2017 年３月期（実） →  2020 年３月期（目標） 

・ 売上高    418 百万円     →     1,750 百万円 

・ 営業利益    115 百万円     →  1,250 百万円 

・ 経常利益     85 百万円          →              1,000 百万円 

・ 経常利益率              20％        →              51％ 

・ 当期純利益      154 百万円        →    800 百万円 

・ 期中平均資産      6,240 百万円          →              28,500 百万円 

・ ＲＯＥ         5.0％        →       10.0％ 

・ 配当                0 円       →            復配          
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2）経営数値目標：                                  (単位：百万円) 

 2017 年３月期 

実績 

2018 年３月期 

計画 

2019 年３月期 

目標 

2020 年３月期 

目標 

売上高 418 550 1,050 1,750 

営業利益 115 180 610 1,250 

経常利益 85 80 420 1,000 

経常利益率 ％ 20.3 14.5 40.0 57.1 

当期純利益  154 500 340 800 

     

自己資本比率 ％ 45.8 32.0 25.0 22.0 

ROE ％ 5.0 12.0 6.9 10.0 

【資産内訳】     

不動産賃貸事業資産 4,038 12,000 22,000 35,000 

貸金事業資産 1,712 1,000 3,000 5,000 

     

     

＊経営数値目標について： 

全ての事業セグメントの計画値の前提は、現状の資金調達の状況や、投資案件の検討状況に基

づいて策定しております。不動産等の取得資金については、銀行等の良好な融資環境を最大限

活用するとともに、新株予約権の行使等により、機動的に自己資本を増強し、借入偏重となら

ずに、バランスの取れた財務体質を維持していく方針です。 

 

以 上 
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For Discussion Purposes Only

グループ・オペレーション

1

JALCOホールディングス
（JASDAQ上場）

グループ

ホールA ホールB ホールC

大手パチンコホール

①不動産事業 ②貸金（有担保）

 電子部品事業から、パチンコ業界向けに幅広く金融サービスを提供する唯一の上場企業として再スタート

 ①不動産事業（長期契約に基づく不動産賃貸など）、②貸金事業に加え、③ソーシャルレンディング事業を
開始。 富裕層よりインターネット経由で当社独自の投資運用商品を提供している

 2017年3月期には2期連続の増収・最終黒字を達成

個人富裕層

③ソーシャルレンディング

その他事業法人
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パチンコ業界の環境

2

出所：一般社団法人パチンコ・トラスティ・ボード等もとに会社作成

出所：「レジャー白書2016」より

余暇市場
72兆円

 パチンコ人口の減少に伴うホール数減少（市場規模23兆円）

 パチンコ市場は、淘汰・寡占化が進み、優勝劣敗が進行

 全体ホール数は漸減だが、大手中心に年間200店ほどの新店がオープンしている

 ホール企業にとっては、資金効率良く出店していくため、不動産ホルダーの活用が

より重要となっている
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Sheet1

				ホール数(棒：左　店） スウボウヒダリテン		売上高（折れ線：右 億円） ウリアゲダカオセンミギオクエン		系列 3

		2000		16,988		288,680

		2001		16,801		292,430

		2002		16,504		304,420

		2003		16,076		322,900

		2004		15,617		339,120

		2005		15,165		348,620

		2006		14,674		336,420

		2007		13,585		301,770

		2008		12,937		288,190

		2009		12,652		282,420

		2010		12,479		259,830

		2011		12,323		254,890

		2012		12,149		256,720

		2013		11,893		250,050

		2014		11,627		245,040

		2015		11,310		232,290
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				ホール数(棒：左　店） スウボウヒダリテン		設置台数/ホール当たり（折れ線：右 台） セッチダイスウアオセンミギダイ		系列 3

		2001		16,801		285						4786255		284.8791738587

		2002		16,504		295						4864062		294.7201890451

		2003		16,076		304						4891944		304.3010699179

		2004		15,617		318						4969156		318.1888967151

		2005		15,165		323						4899198		323.0595450049

		2006		14,674		337						4937381		336.4713779474

		2007		13,585		338						4590577		337.9151269783

		2008		12,937		350						4525515		349.8117801654

		2009		12,652		356						4506250		356.1689851407

		2010		12,479		365						4554430		364.9675454764

		2011		12,323		372

		2012		12,149		378

		2013		11,893		388

		2014		11,627		395

		2015		11,310		405
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				列1

		パチンコ・パチスロ		23

		ｹﾞｰﾑ・ｶﾞﾝﾌﾞﾙ		7.5

		飲食 インショク		18.8

		スポーツ		4

		趣味 シュミ		8

		観光 カンコウ		10.6

				グラフのデータ範囲の大きさを変更するには、範囲の右下隅をドラッグしてください。
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新規出店支援スキーム

3

 新規の出店に際し、当社グループが事業用地等の不動産を購入し、ホール側はテナントとして店舗運営

 ホール側は出店コストを抑えることで、資金効率良く、新規出店が可能となる

 当社は、長期賃貸借契約に基づき、安定収益資産として保有。契約満了後の転用も視野に入れている

2013年9月の株式会社マルハン川崎桜本店が1号案件
東京電力の跡地をジャルコが15億5000万円にて取得後、新規出店を

行う株式会社マルハンに、20年間の事業用定期借地契約にて賃貸している

ホール企業

新規出店
用地

賃料（地代）

JALCO 
ホールディングス

グループ

不動産取得

新規出店時の
資金負担軽減

事業用定期借地契約（10年~20年）

新規出店

新規出店ペー
スの加速

オフバランス
による

財務体質改善

長期契約による
安定収益

他業種より高い
利回り

銀行借入による
レバレッジ効果
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今後の事業戦略

①不動産事業→資産取得ペースの加速
◆パチンコホール関連
－大手ホールの新規出店にともなう事業用地取得
－転用可能な駅前立地の既存店舗の取得

◆パチンコホール以外
－ＲＥＩＴ等と競合しないニッチ市場における不動産資産の取得

②貸金事業
優良担保に基づき、短期の資金需要に対応

③ソーシャルレンディング事業
上場企業が提供する「安心感」を強みに、運用規模を拡大

銀行借入
エクイティ調達
ソーシャルレンディング

資金調達不動産情報

ホール企業
不動産業者
金融機関

幅広いファイナンス
サービスを提供

当社の強みが活かせる
市場として拡大継続

投資妙味ある案件増加に
より、新たに取組み開始

JALCO ホールディングス
グループ
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中期経営計画

5

大田区西蒲田（既存Ｐ店）売却
にともなう特別利益を計上

 2期連続黒字を計上し、収益体質強化は完了

 今後はパチンコホール市場に加えて、あらゆる投資機会を精査し、資産規模の拡大を目指す

 2020年３月期：売上高17.5億円（4.2倍）、経常利益10億円（13.9倍）目標

 不動産事業：事業用賃貸資産 2017年3月期実績 40億円 ⇒ 2020年3月期 350億円へ

 貸金事業（含むソーシャルレンディング事業）：

ファイナンス残高 2017年3月期実績 17億円 ⇒ 2020年3月期 50億円へ

（百万円）
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				売上高 ウリアゲダカ		経常利益 ケイジョウリエキ		当期純利益 トウキジュンリエキ

		2017/3実績 ジッセキ		418		85		154

		2018/3予 ヨ		550		80		500

		2019/3予 ヨ		1,050		420		340

		2020/3予 ヨ		1,750		1,000		800

				グラフのデータ範囲の大きさを変更するには、範囲の右下隅をドラッグしてください。
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中期経営計画

2017年3月期
実績

2018年3月期
計画

2019年3月期
目標

2020年3月期
目標

売上高 418 550 1,050 1,750
営業利益 115 180 610 1,250
経常利益 85 80 420 1,000
経常利益率 ％ 20.3 14.5 40.0 57.1

当期純利益 154 500 340 800

自己資本比率 ％ 45.8 32.0 25.0 22.0
ROE ％ 5.0 12.0 6.9 10.0
【資産内訳】

不動産事業資産 4,038 12,000 22,000 35,000
貸金事業資産 1,712 1,000 3,000 5,000

（単位：百万円）

 事業資産規模の拡大（2020年3月期末で不動産350億円＋貸金50億円＝合計400億円）により、
売上、利益成長を実現していく計画
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財務戦略

 エクイティ調達＆デット調達

 EPS成長：3年間で3.7倍
 新株発行による調達

(毎年10-15％の希薄化)
 借入コスト（金利）の低減

 早期復配を目指す

 2020年3月期目標:
 自己資本比率20％以上

 ROE10%以上

7
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Sheet1

				EPS（円） エン		ROE%		自己資本比率％ ジコシホンヒリツ

		2017/3実績 ジッセキ		3.2		5.5		45.8

		2018/3予 ヨ		8.8		12.0		32.0

		2019/3予 ヨ		6.5		6.9		25.0

		2020/3予 ヨ		12.1		10.0		22.0

				グラフのデータ範囲の大きさを変更するには、範囲の右下隅をドラッグしてください。







【将来予測に関する記述等についてのご注意】

• 本資料にて開示されているデータや将来予測は、本資料発表当日現在の判断や入手
可能な情報に基づき、当社が判断した内容であり、潜在的リスクおよび不確実性が
含まれております。これらの目標や予想の達成および将来の業績を保証するもので
はございません。

• 記載の情報は、今後予告なしに変更されることがあります。
• 本情報および資料の利用は、利用者の判断によって行って下さいますようお願い致
します。

IRの問い合わせ先：管理本部 大浦、浜井、谷田部
Mail: ir@jalco-hd.com
TEL: 050-5536-9824
FAX: 03-3274-5237
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